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最
近
の
こ
と
で
す
が
、
中
国
が
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ

ラ
投
資
に
融
資
を
行
う
た
め
の
新
た
な
機
関
と
し
て

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
（A

sia	Infrastructure	Investm
ent	

Bank

）
の
創
設
を
提
案
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
提
案
に
応
じ
て
原
加
盟
国
と
し
て
多
く
の

国
々
が
参
加
を
表
明
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア

の
イ
ン
フ
ラ
ニ
ー
ズ
の
膨
大
さ
が
改
め
て
思
い
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
途
上
国
地
域
を

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
運
輸
（
鉄
道
、
道
路
、

港
湾
な
ど
）、
電
力
、
教
育
、
保
健
衛
生
な
ど
多
く

の
分
野
で
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
ニ
ー
ズ
が
膨
大
で
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
灌
漑
の
導
入
は
非

常
に
有
効
な
手
段
で
す
が
、
ダ
ム
な
ど
の
大
規
模
な

灌
漑
施
設
の
建
設
に
は
多
く
の
資
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
資
金
の
他
に
も
水
資
源
が
そ
も
そ
も

少
な
い
乾
燥
地
域
に
あ
る
国
々
、
そ
し
て
水
資
源
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
先
進
諸
国
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
貴
重
な
水
資
源
を
家
庭
用
の
水
道
水
、
農
業
用

水
、
工
業
用
水
、
発
電
用
水
な
ど
に
合
理
的
に
配
分

し
持
続
的
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重

要
な
政
策
決
定
事
項
と
い
え
ま
す
。
な
ら
ば
「
水
」

に
関
係
す
る
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
を
包
摂
し
た
国
際

機
関
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の

で
す
が
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
国
際
機
関
は
今
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
の
が
本
号
で

特
集
し
て
い
る
「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
す
。
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

あ
る
世
界
水
会
議
（W

orld	W
ater	Council

、
略

称
：
Ｗ
Ｗ
Ｃ
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
世
界
の

水
問
題
を
扱
う
国
際
的
な
議
論
の
場
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
世
界
水
会
議
の
運
営
を
支
え
て
い
る
の
が

フ
ラ
ン
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
水
企
業
で
あ
る
こ
と
も
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
去
る
４
月
に
韓
国
で
開
催
さ

れ
た
第
７
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
世
界
１
６
８
の
国

と
地
域
か
ら
４
万
人
を
超
え
る
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
世
界
中
か
ら
の
参
加
者

に
情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、「
開
発
途
上
に
あ
る
海
外
の
地
域
」

に
お
い
て
「
農
林
水
産
業
に
関
す
る
技
術
上
の
試
験

及
び
研
究
」
を
使
命
と
す
る
研
究
機
関
で
す
。
世
界

に
お
け
る
水
議
論
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
し
っ
か
り
と
し
た
デ
ー
タ
や
現
状
認
識
に
基
づ

い
て
議
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課
題
へ
の
対
応
方

策
を
具
体
的
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
水
資
源
の
開
発
・
利
用

を
含
む
多
様
な
分
野
の
農
業
研
究
を
行
っ
て
い
る
Ｊ

Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。本
特
集
が
、日
々

の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
研
究
成
果
が
、
世
界
の
水
議
論

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

世
界
の
水
議
論
に
貢
献
す
る
た
め
に

農
村
開
発
領
域
長　

藤
原	

信
好　
　

巻
頭
言
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世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
３
年
に
一
度
世

界
中
の
水
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
地
球
上

の
水
問
題
解
決
に
向
け
た
議
論
や
展
示
な
ど

を
行
う
世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
で
す
。
第

７
回
目
と
な
る
今
回
の
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
：T

he	7th	W
orld	W

ater	

Forum

）
は
、
２
０
１
５
年
４
月
12
日
か

ら
17
日
の
間
、”W

ater	for	O
ur	Future

”

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
韓
国
の
大
邱

（
テ
グ
）
広
域
市
、
並
び
に
慶
州
（
キ
ョ
ン

ジ
ュ
）
市
を
含
む
慶
尚
北
道
（
キ
ョ
ン
サ
ン

プ
ク
ト
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア

で
は
２
０
０
３
年
の
京
都
・
滋
賀
・
大
阪
で

の
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
来
12
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
の
主
催
者
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
に
設
立
さ
れ
て
い

る
世
界
水
会
議
（
Ｗ
Ｗ
Ｃ
：W

orld	W
ater	

Council

）
と
ホ
ス
ト
国
の
韓
国
当
局
（
国
土

交
通
部
、外
交
部
、大
邱
広
域
市
、慶
尚
北
道
）

で
、
そ
の
運
営
は
Ｗ
Ｗ
Ｃ
と
韓
国
国
内
委
員

会
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
国
際
運

営
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
を
通
じ
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
へ
の
参

加
者
は
１
６
８
か
国
に
及
び
、
う
ち
75
か
国

か
ら
は
10
名
の
国
家
元
首
級
を
含
む
80
名

の
閣
僚
級
が
、
ま
た
、
27
か
国
か
ら
71
名
の

国
会
議
員
と
32
名
の
市
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
体
と
し
て
は
大
邱
広
域
市
と
慶
州

市
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
パ
ビ
リ
オ
ン
展
示
の

会
場
に
４
６
，
３
８
２
名
が
来
場
し
、
参
加

者
た
ち
は
総
計
４
０
０
を
越
え
る
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
対
話
と
議
論
を
通
じ

て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
同
時

に
閣
僚
級
会
合
な
ど
で
の
政
治
的
な
合
意
が

な
さ
れ
、
ま
た
特
に
、
今
後
３
年
間
に
わ
た

り
引
き
継
が
れ
て
い
く
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
称
す
る
実
行
の

手
引
き
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
を
通
じ
て
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
の
効
果
は
世
界
に

波
紋
を
及
ぼ
し
続
け
、
次
回
２
０
１
８
年
の

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
第
８
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
８
）
へ
の
道
を
固
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
は
、

テ
ー
マ
別
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
マ
ル
チ
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
立
場
を
異
に
す
る
利
害
関
係

者
）
が
テ
ー
マ
毎
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
で
は
16
テ
ー

マ
）
に
ク
ロ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
イ
シ
ュ
ー
（
複

数
の
分
野
に
跨
が
る
問
題
）
な
ど
の
議
論
を

行
い
成
果
の
取
り
纏
め
を
行
う
と
同
時
に
、

政
治
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
関
心
の
あ
る
各
国
か

ら
閣
僚
級
の
政
治
家
や
政
府
関
係
者
が
参
集

し
て
議
論
を
行
い
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
取
り

纏
め
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
宣
言

文
書
に
は
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
国

の
政
策
や
国
連
な
ど
国
際
社
会
で
の
議
論
の

方
向
性
へ
の
影
響
力
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
特
有
の
問
題
を
議
論
す

る
地
域
プ
ロ
セ
ス
や
、
科
学
技
術
に
特
化
し

た
議
論
を
と
り
ま
と
め
る
科
学
技
術
プ
ロ
セ

ス
も
並
行
し
て
取
り
組
ま
れ
、
こ
れ
ら
と
と

も
に
各
国
、
国
際
機
関
や
民
間
企
業
が
出
展

す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
展
示
に
よ
る
情
報
発
信
力

も
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
開
会
式
で
は
、
朴
槿
恵
韓
国
大
統

領
、
権
泳
臻
大
邱
広
域
市
長
、
金
寬
容
慶
尚

北
道
知
事
ら
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
５
か

国
の
元
首
か
ら
の
挨
拶
、
キ
ン
グ
・
ハ
ッ
サ

ン
２
世
世
界
水
大
賞
の
授
賞
式
な
ど
の
後
、

記
者
会
見
に
は
世
界
中
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
１
０
０
名
以
上
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
に
策
定
さ
れ
た
「
国
連
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
15
年

目
の
今
年
が
最
終
目
標
年
で
す
。
今
回
の
ス

ロ
ー
ガ
ン”

W
ater	for	O

ur	Future

”
に

は
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
や
急
激
な
人
口

増
加
、
さ
ら
に
は
経
済
発
展
に
よ
る
未
来
の

水
問
題
の
深
刻
化
と
、
地
球
規
模
の
課
題
克

服
の
た
め
に
世
界
が
共
有
す
る
基
準
と
し
て

の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
引
き
継
ぐ
役
割
を
担
う
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
強

く
意
識
し
て
、「
未
来
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
の
成
果
を
今
年
９
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
国
連
総
会
に

繋
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
総
会
で
採
択
予

定
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
、
水
に
関
す
る
達
成
目

標
を
位
置
付
け
る
よ
う
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
実
行
の
道
筋
を
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
示
す
る
こ
と
が
重

要
な
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
12
月
に
は
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）」
の
「
第
21	

回
締
約

　
　

第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
水
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
潮
流

農
村
開
発
領
域
兼
研
究
戦
略
室

　山
岡
和
純
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国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）」
が
パ
リ
で
開
催
さ

れ
、
２
０
２
０
年
以
降
の
世
界
の
気
候
変
動
・

温
暖
化
対
策
の
大
枠
が
合
意
さ
れ
る
予
定
で

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
議
論
に
対
し
て
も
、
水
に

関
す
る
様
々
な
知
見
と
と
も
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
で

描
い
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
水
分
野
か
ら

の
貢
献
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
水
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
潮
流
の
中
で
、
今

後
の
世
界
の
進
路
を
定
め
る
重
要
な
年
と
な

る
２
０
１
５
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
が
開
催
さ
れ
た

意
義
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
慶
州
市
で
閣
僚
会
合
が
開
催

さ
れ
、
閣
僚
宣
言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
宣
言
は
３
頁
の
短
い
も
の
で
す
が
、
全

世
界
と
り
わ
け
後
発
開
発
途
上
国
の
持
続

可
能
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
水
資
源
の
持
続

可
能
な
管
理
に
つ
い
て
、
全
て
の
利
害
関
係

者
の
集
団
的
な
責
任
で
今
こ
そ
が
「
実
行

の
時
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
認
識
し
、
こ
の

宣
言
で
の
約
束
を
各
国
の
政
策
や
計
画
、
行

動
に
反
映
さ
せ
、
地
球
規
模
で
の
協
力
を
強

め
る
政
治
的
意
志
を
示
し
ま
し
た
。
宣
言

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
水
関
連
目
標
を
位
置
付
け

る
よ
う
求
め
、
統
合
水
資
源
管
理
（
Ｉ
Ｗ
Ｒ

Ｍ
）
が
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス

あ
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
、
安
全
な
飲
料

水
や
公
衆
衛
生
を
手
に
す
る
人
権
の
確
立
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
へ
の
貢
献
、
国
境
を
越
え
る
越
境

水
の
問
題
へ
の
協
力
、
国
・
地
域
・
国
際
レ

ベ
ル
で
の
水
災
害
と
防
災
の
推
進
、
グ
リ
ー

ン
成
長
に
関
す
る
官
民
協
力
、
ス
マ
ー
ト
水

管
理
へ
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
科
学
技
術
の

重
要
性
、
の
７
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
宣
言
が
適
切
に
考
慮
す
る
こ
と

を
言
及
し
た
「
大
邱
・
慶
北
勧
告
」
文
書
に
、

食
料
関
連
と
し
て
、
食
料
安
全
保
障
、
農
村

の
繁
栄
、
貧
困
撲
滅
を
押
し
進
め
る
た
め
の

適
切
な
投
資
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
や
環

境
の
保
全
の
た
め
農
業
用
水
の
多
面
的
機
能

の
価
値
へ
の
理
解
と
適
切
な
投
資
を
強
化
す

べ
き
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
同
日
に
は
、
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大

臣
と
韓
国
の
柳
一
鎬
国
土
交
通
部
長
官
、
中

国
のJiao	Y

ong
水
利
部
副
大
臣
が
「
水
政

策
革
新
の
た
め
協
調
的
行
動
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
共
同
宣
言
を
発
表
し
た
ほ
か
、
食

料
関
係
で
は
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の

17
か
国
と
８
つ
の
国
際
機
関
が
構
成
す
る
国

際
水
田
・
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｎ
Ｗ

Ｅ
Ｐ
Ｆ
）
が
「
水
田
の
水
管
理
向
上
の
た
め

の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
」
を
テ
ー
マ
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
括
と
し
て
「
Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ｅ

Ｐ
Ｆ
か
ら
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
は
、
国
連
事
務
総
長
特
使
の
ハ

ン
・
ス
ン
ス
元
韓
国
首
相
が
議
長
を
務
め
る

「
水
と
災
害
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
」
が
主
催

す
る
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、「
水

と
災
害
に
関
す
る
水
政
策
ジ
ャ
ー
ナ
ル
特
別

版
」
を
発
表
し
た
ほ
か
、
日
本
の
皇
太
子
徳

仁
親
王
殿
下
か
ら
英
語
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
料
関
係

で
は
国
連
食
糧
農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
Ｗ

Ｗ
Ｃ
の
共
催
に
よ
る
「
食
料
安
全
保
障
の
た

め
の
水
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

日
本
か
ら
は
岩
永
勝
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
理
事
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
食
料
関
係
で
は
、
テ
ー
マ
別
プ
ロ

セ
ス
の
テ
ー
マ
2.1
「
食
料
の
た
め
の
水
」
の

下
で
、
４
日
目
に
３
つ
、
５
日
目
に
２
つ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
、６
日
目
に
ラ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
と

り
ま
と
め
）
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
５
日
目
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
主
催
に

よ
り
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
「
結
合
力
と
復
元
力

の
た
め
の
共
同
社
会
の
水
管
理
」
を
開
催

し
、
そ
の
中
で
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
の
ナ
イ
リ
ジ
会
長
が
世
界
水

遺
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
想
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
水
を
め
ぐ
る
世
界
の
潮
流
を
体

感
す
る
中
で
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
７
で
目
に
付
い
た
点

と
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
官
・
学
・
国
際
Ｎ

Ｐ
Ｏ
中
心
の
伝
統
的
な
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な

く
、
企
業
活
動
に
大
量
の
水
を
使
用
す
る
民

間
企
業
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
保
護
団
体
、

そ
し
て
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
水
資
源
分
野
以

外
も
含
む
学
者
、
技
術
者
や
市
民
団
体
の
積

極
的
な
参
加
の
姿
勢
で
し
た
。
そ
の
議
論
の

対
象
も
、
水
に
対
す
る
権
利
、
水
の
衛
生
管

理
、
水
災
害
と
防
災
（
３
・
１
１
以
降
日
本

政
府
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
）、
水
質

保
全
及
び
廃
水
の
再
利
用
、
国
境
を
ま
た
ぐ

越
境
水
管
理
、
水
と
伝
統
文
化
・
教
育
、
都

市
の
発
展
と
水
、
グ
リ
ー
ン
成
長
・
産
業
と

水
、水
・
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ネ
ク
サ
ス
（
相

互
関
連
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
リ
ュ
ー
イ
ン
グ

（
水
の
価
値
づ
け
）、
統
合
水
資
源
管
理
、
水

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
投
資
・
資
金
調
達
な
ど
幅

広
く
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
な
ど
先
進
国
以
外
か
ら
の
ア
ク
タ
ー

の
増
加
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
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逼
迫
す
る
水
需
給
、
水
質
の
悪
化
、
気
候

変
動
の
影
響
等
、
水
を
巡
る
問
題
は
、
国

際
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
水
問
題
を
議

論
す
る
世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
と
し
て
、

３
年
に
１
度
世
界
水
会
議
（
Ｗ
Ｗ
Ｃ
）
と
開

催
国
の
共
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
回

目
の
開
催
年
に
当
た
る
本
年
は
、
４
月
12

日
か
ら
17
日
の
日
程
で
、
大
韓
民
国
の
慶

州
（
キ
ョ
ン
ジ
ュ
）
市
と
大
邱
（
テ
グ
）
市

で
開
催
さ
れ
、
１
６
８
ヶ
国
か
ら
、
４
６
，

３
８
２
人
が
参
加
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
前
回
の
フ
ラ
ン
ス
マ
ル

セ
イ
ユ
で
行
わ
れ
た
第
６
回
に
つ
づ
き
、
今

回
の
第
７
回
の
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
テ
ー

マ
、
政
治
、
地
域
、
科
学
技
術
の
４
つ
の
プ

ロ
セ
ス
で
の
会
議
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
え
、

エ
キ
ス
ポ
（
展
示
会
）、
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
大
邱
市

で
行
わ
れ
た
テ
ー
マ
プ
ロ
セ
ス
、
エ
キ
ス
ポ

の
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
及
び
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
し
、
研
究
活
動
の
展
示
、
発
表
等
を

行
い
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ポ
会
場
で
の
展
示

　

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、「
食
料
の
た
め
の
水
」

を
テ
ー
マ
に
、
海
水
淡
水
化
装
置
の
実
機
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
研

究
概
要
及
び
ラ
オ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
、
ガ
ー
ナ
な
ど
で
実
施
し
て
い
る

灌
漑
・
水
資
源
開
発
に
関
す
る
研
究
活
動
に

つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
展
示

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、
７
２
カ
国
・
機

関
、
９
４
９
名
の
方
々
に
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
各
国
の
研
究
者
、
行
政
担

当
者
及
び
大
邱
市
の
市
民
、
学
生
（
小
学
生

～
大
学
生
）
の
皆
さ
ん
に
加
え
、
別
所
浩
郎

駐
韓
国
日
本
国
大
使
等
も
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
地
元
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
あ
り
、

大
変
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

テ
ー
マ
プ
ロ
セ
ス
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
へ

の
参
加

　

４
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
Ｗ

Ｗ
Ｃ
共
催
の
“H

ow
	can	w

e	achieve	a	

w
ater	and	food	secure	future

？
”
と

題
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
に
岩
永
勝
理
事

長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　

４
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
主

催

の
“W

ater	for	food	security	and	

nutrition

”
と
題
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
岩
永
理
事
長
が
発
表
す
る
と
と
も
に

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
16
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
主
催

の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
２
つ
の
会
場
に
て
開

催
し
、
７
名
の
研
究
者
が
、
ラ
オ
ス
、
マ
ー

シ
ャ
ル
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ガ
ー
ナ
等
で
実
施

し
て
い
る
灌
漑
・
水
資
源
開
発
に
関
す
る
各

自
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
発
表
さ
れ
た
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
号
に
別
途
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
中
の
関
係
者
に
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
活
動

農
村
開
発
領
域

　降
籏
英
樹

　
　

「JIRCAS ブースの様子」
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２
０
０
６
年
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
世
界

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
世
界
の
水
使
用

量
が
過
去
30
年
間
で
1.5
倍
と
急
激
に
増
加

し
、
21
世
紀
の
持
続
的
可
能
な
発
展
に
は
、

水
問
題
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
る
こ
と

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
世
界

の
水
議
論
を
踏
ま
え
、
２
０
０
７
年
か
ら

２
０
１
２
年
の
５
年
間
に
わ
た
り
、
標
記
の

実
証
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
の
循
環
型
水
資
源

　

地
球
上
に
は
14
億
㎦
と
い
う
多
量
の
水
が

あ
り
ま
す
が
、
淡
水
は
2.5
％
と
非
常
に
少
な

く
、
農
業
用
と
し
て
比
較
的
容
易
に
利
用
で

き
る
河
川
や
湖
沼
の
水
資
源
は
１
％
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

西
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
は
、

年
間
降
水
量
６
０
０
㎜
程
度
の
半
乾
燥
地
に

位
置
す
る
内
陸
国
で
す
。
雨
期
は
４
ヶ
月
ほ

ど
の
間
に
集
中
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
降
水

量
は
年
変
動
が
大
き
く
、
数
年
に
一
度
は
深

刻
な
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
河
川
は
、
降
雨
後
の
数
日
し
か
流

下
し
な
い
季
節
河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
循

環
型
水
資
源
の
効
率
的
な
利
用
は
非
常
に
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
水
資
源
の
有
効
な
活
用

　

水
資
源
の
乏
し
い
地
域
で
農
業
振
興
を
進

め
る
上
で
、
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
ダ
ム
を
造
成
し
た
り
、
用
水
路
を
整
備

し
た
り
、
地
下
水
の
揚
水
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
投

資
は
、
財
政
的
に
困
難
で
す
。
国
際
支
援
に

よ
っ
て
新
規
の
水
資
源
を
開
発
し
て
も
、
開

発
用
地
の
所
有
権
、
新
た
な
水
資
源
を
利
用

す
る
関
係
者
間
の
水
利
調
整
と
い
っ
た
対
応

困
難
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
施
設
設
置
後
に
も
老
朽
化

や
維
持
管
理
不
足
に
よ
っ
て
正
常
な
機
能
が

維
持
さ
れ
ず
、
水
資
源
が
持
続
的
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
事
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

実
証
調
査
で
は
小
規
模
分
散
型
の
水
資
源

開
発
と
し
て
、
場
所
が
限
ら
れ
る
も
の
の
現

地
に
点
在
す
る
自
然
沼
を
活
用
す
る
対
策
を

採
用
し
ま
し
た
。

乾
期
に
お
け
る
野
菜
栽
培
の
有
用
性

　

干
ば
つ
等
に
よ
る
緊
急
食
料
援
助
を
除
い

て
、
政
府
お
よ
び
農
家
が
恒
常
的
に
食
料
需

給
の
不
足
を
輸
入
等
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
は

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
自

然
沼
の
水
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
乾
期

に
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
は
、
食
料
不
足
が

最
も
深
刻
な
乾
期
末
期
の
有
効
な
飢
餓
対
策

に
な
り
ま
す
。
西
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
開
発

途
上
国
の
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
食
料

の
輸
入
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
小
規
模
で

あ
っ
て
も
点
在
す
る
自
然
沼
の
水
を
利
用
し

て
、
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
観
点
か
ら

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
実
証
調
査
で
は
循
環
型
の
水

資
源
を
利
用
す
る

に
あ
た
り
、
乾
期

の
野
菜
栽
培
を
中

心
と
し
た
支
援
活

動
を
展
開
し
ま
し

た
。

実
証
調
査
の
成
果
と
普
及

循
環
型
水
資
源
を
利
用
し
た
乾
期
の
野
菜
栽

培
が
現
地
に
定
着
し
、
持
続
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
食
料
生
産
を
担
う
農
業
者
が
農

業
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
実
証
調
査
で
は
、
農
業
普
及
員
ら

が
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
図
や
イ
ラ
ス
ト

を
多
用
す
る
な
ど
配
慮
し
た
農
業
省
承
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
共
同
発
行
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
、

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
活
動
に
対
し
て
、
農
業
大

臣
か
ら
表
彰
を
受
け
る
な
ど
相
手
国
に
も
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
普
及
の
段
階

に
至
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
に
お
け
る
循
環
型
水
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
取
り
組
み

研
究
戦
略
室
（
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
：
ア
フ
リ
カ
地
域
）
　
　團

　晴
行

　
　

乾期野菜栽培マニュアル
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調
査
の
背
景

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
経
済
発
展
の
遅
れ
や
、

高
い
人
口
増
加
率
に
よ
り
貧
困
や
食
料
不
足

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア

フ
リ
カ
で
は
、
コ
メ
生
産
量
の
増
加
が
、
コ

メ
消
費
量
の
増
加
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず

（
図
１
）、
ア
ジ
ア
、
北
米
等
か
ら
の
輸
入
量

が
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
第
４
回
東
京

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（T

ICA
D
	IV

）
に
お

い
て
我
が
国
は
、「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興
の

た
め
の
共
同
体
（Coalition	for	A

frican	
Rice	D

evelopm
ent

、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）」
の
設

立
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
コ
メ
生
産
を
10
年
間
で
倍
増
す

る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（
国
際
協
力
機
構
、
２
０
０
８
）。

　

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
コ
メ
の
倍
増
を
実
現
す

る
に
は
、
低
湿
地
に
お
い
て
効
率
的
で
持
続
的

な
稲
作
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。	

	

水
田
の
現
状
と
課
題

　

ガ
ー
ナ
国
で
は
、
天
水
に
よ
る
稲
作
が
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
水
稲
作
地
帯
に
お

い
て
収
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
圃
場
の

整
備
や
水
の
制
御
（
均
平
化
、
畦
の
築
造
や

灌
漑
）
が
必
要
で
す
。
ガ
ー
ナ
国
で
は
、
水

路
の
大
半
が
土
水
路
で
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
熱

帯
地
方
特
有
の
強
度
の
強
い
雨
が
降
り
、
取

水
施
設
や
用
排
水
路
、
畔
な
ど
が
流
水
や
雨

滴
に
よ
る
侵
食
に
よ
り
崩
壊
す
る
と
い
う
現

象
が
日
常
的
に
み
ら
れ
ま
す
。
ガ
ー
ナ
国
に

お
け
る
土
水
路
の
現
状
を
調
べ
た
結
果
、
土

水
路
は
図
２
に
示
し
た
経
緯
を
た
ど
っ
て
そ

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

水
路
側
壁
が
崩
壊
し
た
段
階
で
水
路
の
機

能
は
低
下
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
土
水
路
の
機
能
低
下
を
き
た
さ
な
い
維

持
管
理
の
省
力
化
が
可
能
な
水
路
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

�

開
発
コ
ン
セ
プ
ト

　

土
水
路
の
機
能
低
下
は
主
に
水
路
に
水
が

流
れ
る
こ
と
に
よ
る
侵
食
や
降
雨
に
よ
る
雨

滴
侵
食
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
維
持
管
理
の

省
力
化
が
図
れ
る
水
路
と
い
う
の
は
、
こ
れ

ら
機
能
低
下
の
要
因
を
低
減
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
代
表
例
と
し

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
が
あ
り
ま
す
が
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
路
は
建
設
コ
ス
ト
が
高
く
、

ま
た
い
っ
た
ん
機
能
が
低
下
す
る
と
途
上
国

の
農
家
に
よ
る
補
修
が
困
難
（
費
用
的
、
技

術
的
）
で
す
。
こ
の
た
め
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
が
安
価
で
、
か
つ
農
家
が
容
易
に

建
設
・
補
修
が
で
き
る
技
術
の
開
発
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
流
水
に
よ
る
侵
食
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
①
水
の
流
れ
に
よ
り
侵
食
さ
れ
に

く
い
構
造
体
に
す
る
、
も
し
く
は
②
水
の
流

れ
が
直
接
構
造
体
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
研
究
で
は
①
に
つ
い
て
は

貝
や
植
物
の
燃
焼
灰
を
用
い
て
土
壌
硬
化
材

を
作
り
、
こ
れ
に
よ
り
水
路
壁
面
や
頂
部

（
畦
）
の
耐
侵
食
性
を
強
化
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
（
図
３
）。
ま
た
②
に
つ
い
て

は
土
以
外
の
材
料
に
よ
る
水
路
壁
面
や
頂
部

の
保
護
が
有
効
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
主
に
雨

滴
侵
食
対
策
と
し
て
畦
や
水
路
に
現
地
に
生

え
て
い
る
植
物
を
利
用
し
た
被
覆
、
流
水
が

直
接
当
た
ら
な
い
様
に
す
る
対
策
と
し
て
現

地
で
入
手
可
能
な
木
材
板
で
水
路
側
壁
を
保

護
す
る
木
製
柵
渠
の
可
能
性
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
（
図
３
）。

ア
フ
リ
カ
で
稲
作
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
︵
低
コ
ス
ト
水
利
施
設
の
開
発
︶

農
村
開
発
領
域

　
　廣
内

　慎
司

　
　

図１　アフリカにおけるコメの消費量と輸入量（単位：百万トン）
出展：FAO STAT

図２　水路の劣化進行状況

図３　対策イメージ
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調
査
の
背
景

　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
地
域
の
コ
メ
は
消

費
量
の
増
加
に
追
い
つ
か
ず
、
輸
入
量
が

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
こ

の
地
域
の
内
陸
低
湿
地
で
伝
統
的
に
行
わ
れ

て
い
る
天
水
稲
作
の
平
均
収
量
は
約
2t
／
ha

程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
生
産
量
の
増

加
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策

の
１
つ
と
し
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
不
安

定
な
水
供
給
を
改
善
す
る
灌
漑
の
導
入
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
灌
漑
の
導
入
に
は
、
水
資
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ガ
ー
ナ
北
部
州
や
そ
の
他
西
ア
フ
リ
カ
諸
国

で
見
ら
れ
る
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
小

規
模
な
た
め
池
の
貯
水
状
況
を
調
査
し
、
稲

作
へ
の
活
用
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
方
式
た
め
池
と
は

　

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
方
式
た
め
池
（
以
下
、

「
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
」）
は
、
乾
期
と
雨
季
が
比

較
的
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
サ
バ
ン
ナ

気
候
地
域
に
属
す
る
ガ
ー
ナ
国
北
部
や
他
の

西
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
み
ら
れ
る
「
地
面
を
掘

り
、
掘
っ
た
土
砂
を
下
流
側
に
積
ん
で
堤
体

（
堤
防
）
に
す
る
」
形
態
の
た
め
池
で
す
。

堤
体
は
高
さ
が
2
～
3
ｍ
で
、
上
空
か
ら
見

る
と
湖
面
を
半
周
す
る
半
月
型
の
形
を
し
て

い
ま
す
。
直
径
は
１
０
０
～
１
５
０
ｍ
程
度

の
も
の
が
多
く
、
周
辺
か
ら
集
ま
っ
た
降
水

を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
９
７
０
年

代
か
ら
生
活
用
水
の
確
保
の
た
め
多
く
設
置

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
を
利
用
し
た
か
ん

が
い
の
可
能
性

　

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
貯
水
は
、
周
辺
集
落
に

暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
用
水
と
ヤ
ギ
・
牛
な

ど
の
家
畜
の
飲
水
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
業
に
は
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
貯
水
は
、

乾
期
に
お
け
る
重
要
な
生
活
用
水
と
な
っ
て

い
る
た
め
で
、
乾
期
が
始
ま
る
ま
で
に
ダ
ッ

グ
ア
ウ
ト
を
雨
水
で
満
た
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
、
乾
期
の
み
な
ら
ず
雨
期
に
お
い
て
も

タ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
貯
水
を
生
活
用
水
以
外
へ

利
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
こ
の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の

貯
水
を
農
業
等
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
乾

期
が
始
ま
る
ま
で
に
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
が
満
水

に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

ガ
ー
ナ
国
北
部
州
の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
貯
水

が
降
雨
や
生
活
用
水
等
へ
の
利
用
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
試
算
し
、
水

収
支
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
雨
期

（
８
～
10
月
）
に
は
貯
水
が
満
水
と
な
る
こ

と
や
、
流
入
す
る
水
の
半
分
以
上
が
無
効
放

流（
無
駄
に
流
れ
出
て
し
ま
う
こ
と
）と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
無
効

放
流
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
生
活
用
水
や
家

畜
の
飲
水
な
ど
の
現
行
の
水
利
用
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
に
よ
り
、

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
貯
水
を
か
ん
が
い
稲
作
に

利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
調
査
は
農
林
水

産
省
農
村
振
興
局
の
補
助
事
業
で
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　
　
　

ガ
ー
ナ
国
北
部
に
お
け
る

　
　
　
　
　

小
規
模
た
め
池
を
利
用
し
た
灌
漑
稲
作
の
た
め
の
水
収
支
計
算

農
村
開
発
領
域

　
　廣
瀬

　千
佳
子

　
　

ダッグアウトでの水汲みの様子

ダッグアウトの水収支構成要素
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第
７
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
で
、
ラ
オ
ス
で
行
っ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
イ
ン
ド
シ
ナ
農
山
村
に
お
け
る

農
家
経
済
の
持
続
的
安
定
性
の
確
立
と
自
立

度
向
上
（
イ
ン
ド
シ
ナ
農
山
村
）」
の
研
究

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ラ
オ
ス
の
水
田
農
業

　

ラ
オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半

島
中
央
に
位
置
す
る
内
陸
国
で
す
。
年
間
降

水
量
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
日
本
の
約

63
％
の
面
積
の
小
さ
な
国
の
中
で
１
３
０
０

～
３
３
０
０
㎜
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
季
（
５
～
10
月
）
と
乾
季
（
11
～

４
月
）
が
あ
り
、
降
雨
の
約
９
割
が
雨
季
に

降
り
ま
す
。

　

ラ
オ
ス
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
コ
メ
は
、

そ
の
約
77
％
が
雨
季
の
水
田
で
生
産
さ
れ
ま

す
が
、
収
量
は
圃
場
毎
に
差
が
あ
り
ま
す
。

灌
漑
施
設
が
あ
る
水
田
で
は
乾
季
に
も
水
稲

が
作
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
の
多
く
の
天
水

田
は
主
に
家
畜
の
放
牧
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

研
究
の
内
容
と
成
果

研
究
対
象
地
の
概
要
：
イ
ン
ド
シ
ナ
農
山
村

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

の
北
西
約
90
㎞
の
中
山
間
地
の
山
村
で
水
田

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
村
で
は
水
田
は
雨
季
水
稲
作
だ

け
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
水
路

は
た
め
池
か
ら
水
田
域
の
上
流
側
ま
で
し
か

な
く
、
そ
の
後
は
上
の
水
田
か
ら
下
の
水
田

に
畔
（
あ
ぜ
）
越
し
に
順
番
に
配
水
さ
れ
ま

す
。

雨
季
水
稲
作
の
減
収
要
因
：
雨
季
水
稲
作
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
各
圃
場
に
水
が

張
ら
れ
る
順
序
、
田
植
え
の
時
期
、
収
量
を

調
査
し
ま
し
た
。
圃
場
の
水
張
り
は
、
水
田

域
の
上
流
か
ら
中
流
側
の
圃
場
で
始
ま
り
、

そ
れ
ら
の
圃
場
の
多
く
で
７
月
中
旬
ま
で
に

田
植
え
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

下
流
側
圃
場
で
は
水
が
無
い
た
め
に
田
植
え

が
遅
れ
、
完
了
し
た
の
は
８
月
上
旬
で
し
た
。

田
植
え
後
は
、
収
穫
ま
で
水
不
足
は
生
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
水
稲
の
平
均
収
量
（
籾
重
）

は
3.5
ｔ
／
ha
で
す
が
、
田
植
え
が
遅
れ
た
下

流
側
圃
場
の
収
量
が
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
水
稲
収
量
を

向
上
す
る
た
め
に
は
、
６
月
中
～
７
月
初
め

に
灌
漑
を
行
い
、
早
く
田
植
え
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

乾
季
水
田
畑
作
の
可
能
性
：
乾
季
の
水
田
の

畑
作
利
用
の
可
能
性
と
土
壌
中
に
残
っ
た
水

分
の
有
効
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ダ
イ

ズ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
リ
ョ
ク
ト
ウ
、
陸
稲

な
ど
の
天
水
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
ダ
イ
ズ
だ
け
が
収
穫
ま
で
生
存
し
ま
し

た
が
、
収
量
は
ラ
オ
ス
の
平
均
収
量
1.6
ｔ
／

ha
の
１
／
40
程
度
で
し
た
。
土
壌
水
分
の
変

化
と
蒸
発
散
量
か
ら
、
乾
季
の
ダ
イ
ズ
作

に
は
３
週
間
間
隔
で
合
計

２
０
０
㎜
程
度
の
灌
漑
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

村
の
水
資
源
と
そ
の
利

用
：
雨
季
の
初
期
灌
漑
と
、

乾
季
の
灌
漑
の
た
め
の
水

源
と
し
て
村
の
た
め
池
に

注
目
し
ま
し
た
。
既
存
の

た
め
池
は
、
取
水
口
が
堤

体
の
上
に
つ
い
て
お
り
、

そ
れ
よ
り
下
に
貯
ま
っ
た

水
は
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

未
利
用
の
水
を
ポ
ン
プ
や

サ
イ
フ
ォ
ン
な
ど
で
取
水

す
れ
ば
、
雨
季
の
初
期
灌

漑
や
乾
季
畑
作
の
灌
漑
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
た
め

池
は
も
と
も
と
養
魚
用
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
利
用
す
る
際
に
は
養
魚
へ
の
配

慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
農
業
と

養
魚
の
利
用
調
整
を
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
水

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
方
法
を
検
討
し
ま

す
。

　
　
　

ラ
オ
ス
に
お
け
る
水
稲
生
産
性
向
上
と
水
田
の
高
度
利
用

農
村
開
発
領
域

　
　池
浦

　弘

　
　

イネの生育状況（2014 年 9 月 30 日）
【左】7 月上旬植え、稲穂が出揃う、【右】8 月上旬植え、草丈は膝の高さぐらい、

 

早植え 遅植え 
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太
平
洋
の
島
で
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

の
影
響
を
う
け
て
干
ば
つ
が
発
生
し
ま
す
。

干
ば
つ
の
影
響
は
、
水
源
が
天
水
と
地
下
水

に
限
ら
れ
る
環
礁
島
（
珊
瑚
礁
が
環
状
に
繋

が
っ
た
島
）に
お
い
て
よ
り
強
く
現
れ
ま
す
。

環
礁
島
は
、
低
平
で
標
高
が
数
ｍ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
島
の
淡
水
の
地
下
水
は
、
塩
水
と

の
比
重
差
に
よ
り
塩
水
上
に
レ
ン
ズ
の
形
で

浮
か
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
下
水
は
、
淡
水

レ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
淡
水
レ
ン

ズ
は
、
水
資
源
の
安
定
的
供
給
の
面
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
淡
水
レ
ン
ズ
中
に

ア
ッ
プ
コ
ー
ニ
ン
グ
（
淡
水
レ
ン
ズ
か
ら
の

揚
水
に
伴
い
、
下
部
か
ら
塩
水
が
円
錐
状
に

上
昇
し
，
や
が
て
井
戸
水
が
塩
水
化
す
る
現

象
）
が
発
生
す
る
と
、
揚
水
し
た
地
下
水
や

周
囲
の
浅
井
戸
の
地
下
水
は
塩
水
化
し
、
飲

料
水
や
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
島
で
は
、
淡
水
レ
ン
ズ
の
持

続
可
能
な
水
利
用
法
の
開
発
は
重
要
な
課
題

で
す
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
は
、
29
の
環
礁

と
５
つ
の
島
を
有
す
る
島
嶼
国
で
す
。
首
都

マ
ジ
ュ
ロ
は
、
北
緯
７
度
東
経
171
度
に
位
置

し
ま
す
。
マ
ジ
ュ
ロ
環
礁
は
、
人
口
増
加
に

伴
っ
て
水
の
需
要
量
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ラ
島
は
、
面
積
1.8
㎢
，
平
均
標
高
数
ｍ

の
低
平
な
島
で
す
。
ロ
ー
ラ
島
は
、
人
口
が

密
集
し
て
い
る
市
街
地
か
ら
約
50
㎞
西
に
あ

り
ま
す
。
ロ
ー
ラ
島
の
淡
水
レ
ン
ズ
は
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
市
街
地
に
供
給
さ
れ

て
い
る
た
め
負
荷
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
淡
水
レ
ン
ズ
上
に
は
、
地
下
水
取

水
シ
ス
テ
ム
（
７
箇
所
の
取
水
施
設
、
１
箇

所
の
ポ
ン
プ
場
及
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
水
施
設
は
、
井
戸
、

ポ
ン
プ
及
び
地
下
水
面
下
に
埋
設
さ
れ
た

シ
ャ
フ
ト
（
井
戸
に
水
平
方
向
に
設
置
さ
れ

る
孔
の
空
い
た
集
水
用
の
塩
ビ
管
）
等
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。

　

ロ
ー
ラ
島
の
淡
水
レ
ン
ズ
の
持
続
可
能
な

水
利
用
法
を
開
発
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｔ

モ
デ
ル
（
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
塩
水
浸
入
を
伴
う
地
下
水
流
の

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）
に
よ
る

解
析
を
行
な
う
た
め
、
ロ
ー
ラ
島
中
央
部
の

横
断
面
を
中
心
と
し
て
、
計
算
領
域
を
取
り

出
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
淡
水
レ
ン

ズ
に
ア
ッ
プ
コ
ー
ニ
ン
グ
が
生
じ
る
前
と
生

じ
た
後
の
淡
水
レ
ン
ズ
形
状
及
び
観
測
井
の

水
頭
（
地
下
水
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
実

測
値
と
計
算
値
の
比
較
に
よ
り
検
証
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

干
ば
つ
期
間
中
に
１
箇
所
の
取
水
井
か
ら

集
中
的
に
揚
水
を
行
っ
た
場
合
に
、
淡
水
レ

ン
ズ
中
に
ア
ッ
プ
コ
ー
ニ
ン
グ
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
を
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
解

析
し
て
み
る
と
、
２
箇
所
の
取
水
井
か
ら
分

散
揚
水
し
た
場
合
の
取
水
井
で
生
じ
た
ア
ッ

プ
コ
ー
ニ
ン
グ
の
深
度
は
お
お
む
ね
半
減

し
、
淡
水
レ
ン
ズ
が
変
形
し
た
部
分
の
圧
力

勾
配
は
か
な
り
均
平
と
な
り
ま
し
た
。
取
水

井
を
追
加
し
、
１
箇
所
か
ら
の
揚
水
量
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
水
井
周
囲
の

水
収
支
バ
ラ
ン
ス
か
ら
揚
水
の
範
囲
が
広
が

る
と
と
も
に
、
地
下
水
が
広
く
浅
く
取
水
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

文
献
レ
ビ
ュ
ー
と
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
ロ
ー
ラ
島
の
淡
水
レ
ン
ズ
の
持

続
的
な
水
利
用
法
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
筆
者
は
、
ロ
ー
ラ
島
の
複
数
の
取
水
井

か
ら
の
分
散
揚
水
に
よ
り
取
水
強
度
を
低
下

さ
せ
る
新
し
い
地
下
水
取
水
シ
ス
テ
ム
を
考

案
し
ま
し
た
。
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、今
後
、

こ
の
水
利
用
法
が
実
施
さ
れ
た
後
に
地
下
水

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
淡
水

レ
ン
ズ
の
挙
動
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ロ
ー
ラ
島
の
淡
水
レ
ン
ズ
の
持
続
可
能
な
水
利
用
法

農
村
開
発
領
域

　
　幸
田

　和
久

　
　

世界水会議のブースで行なった JIRCAS サイドイベントの講演 
（数値シミュレーション）

サイドイベントの会場で行なった淡水化装置の講演 
（淡水化装置の詳細は JIRCAS の HP に記載されております。)
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〇国際熱帯農業研究所（IITA) 所長の講演
　平成 27 年 4 月 6 日（月）に、国際熱帯農業研究所（IITA）の Nteranya Sanginga 所長が JIRCAS を訪問
されました。IITA は、国際農業研究協議グループ（CGIAR）の傘下研究機関の一つで、
ナイジェリアの本部をはじめ東アフリカ、中央アフリカ及び南部アフリカに拠点を持
つ、アフリカ熱帯域の農業研究を国際的に展開している重要な研究機関です。
　アフリカの飢餓と貧困撲滅のために湿潤及び半乾燥地域における農業研究を行ってい
る IITA は、JIRCAS と長年にわたる協力関係を構築しており、現在は、ヤムとササゲ
の共同研究を実施しています。
　Sanginga 所長は、岩永理事長や小山理事をはじめとする幹部職員と懇談し、今後
の研究協力について意見交換を行うとともに、国際会議室において、「The Leading 
Research Partner in Africa – Repositioning IITA for Impact in Africa」と題
して講演を行いました。 IITA の Sanginga 所長

〇文部科学大臣表彰「創意工夫功労者賞」受賞
　JIRCAS 熱帯・島嶼研究拠点の技術専門職員　島尻勝人と識名安輝の 2 名が、「安価で作業性に優れる平張り

ネットハウスの改良」により、平成 27 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰（創意工夫功労者賞）を受賞しました。

平成 27 年 5 月 21 日に熱帯・島嶼研究拠点において、同賞の受

賞伝達式を行い、小山修理事から受章者 2 名へ賞状と副賞の伝達

を行いました。

　この科学技術分野の文部科学大臣表彰とは、文部科学省が、科

学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収め

た者について、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる

者の意欲向上を図り、もって我が国の科学技術水準の向上に寄与

することを目的に表彰するもので、平成 27 年 4 月 7 日に平成

27 年度受賞者氏名が発表されました。 受賞伝達者 ( 中央 : 小山修理事 ) と 
受賞者 2 名 ( 左 : 島尻勝人、右 : 識名安輝 )

〇�北海道大学（大学院農学研究院・大学院農学院・
農学部）と研究開発・教育に関する連携・協力
協定を締結

　平成 27 年 3 月 17 日（火）JIRCAS 本所国際会議室において、

JIRCAS　岩永　勝理事長と、北海道大学大学院農学研究院　丸

谷知己院長によって、「相互の研究開発と教育の発展を目的とした

連携・協力に関する協定書」の調印式を執り行いました。

　今後は、両機関の人材交流・共同研究の活発化及び学生自身に

よる海外研究現場の体験機会の増加等を通じた包括的な人材育成

システムの構築が期待されます。
協定書を取り交わす岩永理事長（左）と 

北海道大学丸谷院長（右）
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